
別紙 

令和６年６月改定 

利用料金（訪問介護） 

介護保険法で定める訪問介護サービスの基本となる報酬単価に単位数単価（11.05）を乗じた金額

となります。 

ご負担金額は、原則としてお持ちの介護保険負担割合証に応じた額となります 

 

≪訪問介護費≫※通常時間帯（午前８時００分から午後５時５９分）の場合です。 

身体介護 

20分未満 

（163単位） 

20分以上～ 

30分未満 

（244単位） 

30 分以上～ 

1 時間未満 

（387単位） 

1時間以上～ 

1.5時間未満 

（567単位） 

1.5時間以上 

30分毎に加算 

（82単位） 

1,801円 2,696 円 4,276円 6,265 円 906円 

１割負担 181円 270円 428円 627円 91円 

２割負担 361円 540円 856円 1,253 円 182円 

３割負担 541円 809円 1,283円 1,880 円 272円 

                                    

生活援助 

20分以上～45 分未満 

（179単位） 

45分以上 

（220単位） 

1,977 円 2,431 円 

１割負担 198 円 243 円 

２割負担 396 円 487 円 

3割負担 593 円 730 円 

 

≪身体に引き続き生活援助をおこなった場合≫ 

  1割負担 2割負担 3割負担 

20分以上（65単位） ＋718円 72 円 144円 216円 

45分以上（130単位） ＋1,436 円 144 円 288円 431円 

70分以上（195単位） ＋2,154 円 216 円 431円 647円 

上記の基本料金は、実際にサービスの提供に要した時間ではなく、居宅サービス計画に定められ

た訪問介護サービスの提供時間に要する目安の時間を基準とします。 

 

 

 

【基本報酬】 



 

○通常時間帯以外の時間帯にサービスを提供する際には、上記の基本料金に、以下の通り割増されます。 

 

 

 

 

 

 

 

○２名の訪問介護員によりサービスを提供する必要があると判断された場合には利用者の同意を得た上で、

通常の利用料金の２倍の料金をいただきます。 

 

 

●訪問介護初回加算 （200 単位/ 2,210円） 

 サービス提供責任者が、自らサービスを実施した場合、もしくは他の訪問介護員のサービスに同行した 

次の場合に算定されます。 

 ・初回、もしくは初回訪問の同月内にサービスを実施した場合 

 ・利用者が過去二月に当該事業所からのサービスを受けていない場合 

 

 

 

 

 

●介護職員等処遇改善加算Ⅱ（総単位数の 1000分の 224）×11.05 が加算されます。 

介護サービスに従事する介護職員の質の向上と、賃金改善の水準を維持するために創設されたものです。 

介護職員処遇改善加算Ⅰ、介護職員等特定処遇改善加算Ⅱ、介護職員等ベースアップ加算等支援加算を一本

化しました。 

 
 

●緊急時訪問介護加算 （100 単位/ 1,105円） 

緊急時訪問介護加算については、利用者またはそのご家族等からの要請に基づき、本事業所のサービス提供

責任者が指定居宅介護支援事業所の介護支援専門員と連携し、当該介護支援専門員が必要と認めた場合に、

本事業所のサービス提供責任者または訪問介護員等が利用者の居宅サービス計画において計画的に訪問する

ことになっていない訪問サービスを緊急に行った場合に加算します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サービス提供時間帯 割り増し率 

早朝（午前６時００分～午前７時５９分） ２５％ 

夜間（午後６時００分～午後９時５９分） ２５％ 

深夜（午後１０時００分～午前５時５９分） ５０％ 

1割負担 2割負担 ３割 

221円 442円 663円 

1割負担 2割負担 ３割 

111円 221円 332円 

※緊急時訪問加算より以下の加算については、該当者のみとなります。 

 

●キャンセル料 

前日の午後５時までに連絡があった場合は無料とし、前日の午後５時以降のキャンセルについては

100％の負担となります 



●生活機能向上連携加算  

Ⅰ 指定訪問リハビリテーション事業所又は指定通所リハビリテーションの理学療法士等又はリハビリテー

ションを実施している医療提供施設の理学療法士等からの助言を受けることができる体制を構築し、助

言を受けた上、サービス提供責任者が生活機能向上を目的とした訪問介護計画を作成（変更）するこ

と。以上を定期的に行う場合。 

Ⅱ 指定訪問リハビリテーション事業所又は指定通所リハビリテーションの理学療法士等又はリハビリテー

ションを実施している医療提供施設の理学療法士等とサービス提供責任者が同行し、共同して生活機能

の向上を目的とした訪問介護計画の策定・計画に基づく訪問介護を行い、その評価を行った場合。 

※ⅠⅡ共に初回の訪問介護を行った月以降３か月の間に限り算定。 

 

 

 

 

 

 

●認知症専門ケア加算（現在当事業所では算定しておりません） 

 

●口腔連携強化加算 

口腔連携強化加算 50単位／回 

・ 事業者の従業者が、口腔の健康状態の評価を実施した場合におい

て、利用者の同意を得て、歯科医療機関及び介護支援専門員に対

し、当該評価の結果を情報提供した場合に、1月に 1回に限り所定

単位数を加算する。 

・ 事業所は利用者の口腔の健康状態に係る評価を行うに当って、診療

報酬の歯科点数表区分番号 C000に掲げる歯科訪問診療料の算定の

実績がある歯科医療機関の歯科医師又は歯科医師の指示を受けた歯

科衛生士が、当該従業者からの相談等に対応する体制を確保し、そ

の旨を文書等で取り決めていること 

 

 １割負担 ２割負担 ３割負担 

Ⅰ（100単位） 
111円 221円 332 円 

1,105 円 

Ⅱ（200単位） 
221円 442円 663 円 

2,210 円 

認知症専門ケア加算（Ⅰ） 3単位／日 

ア 認知症高齢者の日常生活自立度Ⅱ以上の方が利用者の 50％以上 

イ 認知症介護実践リーダー研修修了者を認知症高齢者の日常生活自立

度Ⅱ以上の方が 20人未満の場合は 1名以上配置する。 

ウ 認知症高齢者の日常生活自立度Ⅱ以上の者に対して、専門的な認知

症ケアを実施した場合 

エ 当該事業所の従業員に対して、認知症ケアに関する留意事項の伝達

又は技術的指導に係る会議を定期的に開催 

認知症専門ケア加算（Ⅱ） 4単位／日 

ア 認知症専門ケア加算（Ⅰ）のイ・エの要件を満たすこと 

イ 認知症高齢者の日常生活自立度Ⅲ以上の者が利用者の 20％以上 

ウ 認知症高齢者の日常生活自立度Ⅲ以上の者に対して、専門的な認知

症ケアを実施した場合 

エ 認知症介護指導者研修修了者を 1名以上配置し、事業所全体の認知

症ケアの指導等を実施 

オ 介護職員、看護職員ごとの認知症ケアに関する研修計画を作成し、

研修を実施または実施を予定 


